




2012 ～ 2014 年に愛知県により整備され、
「ふくしの森」と名づけられた。森には 1












































写真 1　ふくしの森 2号地と 4号地の間に位置するマツ










た苗を用いた。さらに、2017 年 1 月 23 日
に、松枯れ跡地の東側の斜面の下から 1列
目に、堅果や液果の実る樹種としてコナラ
（Quercus serrata）（10 本）、エノキ（Celtis 



















































た。ふくしの森北に 3 機（地点 1、2、3）、
回廊に 2 機（地点 4、5）、ふくしの森南に
3機（地点 6、7、8）の合計 8機を設置した（写
真 3ab）（図 1）。
　回廊形成前には 2015 年 5 月 29 日～
2016 年 1 月 26 日に自動撮影装置として麻
里府商事社製 Fieldnote Duo® を用いて静
止画（1610 万画素）を撮影し、回廊形成後
には 2017 年 5 月 26 日～ 2018 年 1 月 16 日
に自動撮影装置として Ltl-Acorn 6210® を


















ウサギ（Lepus brachyurus） （以下、ウサギ） 






















始した 2015 年 5 月 29 日～ 6 月 15 日まで
全日撮影され、若獣と思われる個体（写真
7）および成獣（写真 8）が確認された。こ







（地点 1で 2017 年 9月 1日撮影）
表 1　回廊形成前の各エリアの哺乳類撮影頻度［回／ 30カメラ日］
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（地点 2で 2015 年 11月 23日撮影）
写真 5　ふくしの森北で撮影されたイタチ








キツネ（2015 年 5月 30日撮影）
写真 10　ふくしの森北地点 1で撮影された若獣と
思われるキツネ（2015 年 6月 11日撮影）
写真 12　独立期にふくしの森北地点 2で撮影され
たキツネ（2015 年 11月 22日撮影）
写真 11　ふくしの森北地点 3で撮影されたキツネ
成獣（2015 年 6月 15日撮影）
写真 7　ふくしの森北地点 2で撮影された若獣と思
われるキツネ（2015 年 6月 10日撮影）
写真 8　ふくしの森北地点 2で撮影されたキツネ成獣
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（地点 6にて 2017 年 10月 10日撮影）
写真 14　ふくしの森北から南方面へ回廊を移動するキツネ




地点 4で 2017 年 7 月 22 日 19 時 57 分には
じめて撮影され、7 月 31 日までに 3 回撮
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